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加藤 裕司

1。はじめに

1992年度1993年度の2年にわたり，コンピュータ教育開発センター（CEC）のコンピュータ

教育実証事業により，ネーツトワークシステムを含むコンピュータシステムが導入された。その

コンピュータのおかげで最先端の授業実践を行うことができたばかりでなく，コンピュータ・ス

ペースでは生徒が自由に利用できる環境が確保された。

この報告では，英語科の立場から，特にLL授業へのコンピュータ・ネットワーク利用の可能

性と成果の報告が中心になる。また，マルチメディアの環境が整いつつある現状をふまえてマル

チメディア教材のLL授業への利用の可能性についても簡単に報告したい。

2．導入されたネットワークシステム

本校に導入されたネットワークシステムは，図1のように，情報センターにサーバーとマルチ

メディア教材作成が可能なシステムを置き，コンピュータ・スペースに生徒が自由に利用できる

端末が置かれている。生徒用の基本システムでは，それぞれ，サーバー上の教材等にアクセスで

き，コンピュータ・スペースに置かれたマルチメディア教材が利用できるようにCD－ROMが利

用可能になっている。

LL教室のマスターコントロール単に設置されたコンピュータはネットワーク端末として機能

し，サーバーにのせてある教材を取り出し，生徒に提示できるようになっている。

また，コンピュータ・スペースの生徒用端末からも，LL授業で用いたスクリプトや授業のポ

イントを解説した教材などを取り出すことができるようになっている。

図2の左側のⅤドライブのTRM500￥EIGOのディレクトリーが生徒も参照できるディレクトリ

ーである。Jlは中学1年用，Slは高校1年j軌REFには写真などの参考資料が入っている。図3

でほ，それ以下のディレクトリ｝が示してある。をお，Wドライブは英語科の教師だけが参照で

きるドライブで，生徒に参照させる前の教材や，授業で使用済みの教材などが入っている。
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図1 システム構成図

3．LLのシステム

本校のLLシステムは，図4のようなフルラボシステムである。普通のLLシステムと異なるの

は，2人に1台のモニターがRGB対応のもので，コンピュータ画面も授示できるようになってい

ることである。アナライザー権能も兼ねたコンピュータは，LL準備室に設置されているので，

アナライザー分析結果を提示したりする他ほ，プレゼンテーションツールとしては利用していな

かったが，今回導入されたコンピュータをLL教室に置くことで可能になった。ただ，モニター

－284－



ニーく 盛挙茎葉r 撃萱室室筆瀾Ⅷ選退塾芸済済済匿惑
ドライブ選択 ‡ l我国′T：CE汁TER2 1 塾凶事 監

蕾笥班匂蜜屯田恐慌；

雫君田屯田
屯田
包投

恰好

済￥ ほ5，6印r柁j臣

血

亀 亀 亀 亀 亀 螢

A

Ⅴ

英語 技術貰彪 甥科 社会 数字 エー

1 1胡抄盛
蔓団 D：TO鮒SSYSTE㍍ i 塾過i挺

℡
●ヨ￥ 丁，664／ちl，ほ8【繊藍

∃

血享

℡蔓

i‡胡抄 ㌔妻

闇】1亮‡温州ヨ；電鵬妻妻主童董卓享圭重量喜主童毒童妻妻妻重量主妻妻妾重量享妻童重量妻主妻董卓圭幽魂琵謂…む一工罵

￥TR脚附E柑0粍羊 42，74抑制丑
叫・・・

ふJT純
．芹器

8￥ くくD暮R〉〉
リ ー 0

7榊場末

∈ヨ‥ くくD‡R〉〉

8JlくくDほ〉〉93－89－09ほ：詔

8J2 くくDほ〉〉93－09－03川：07

だヨREF くくDほ〉〉93－11－08柑：26 慧。A。。6娼－。禦は整
8Sl く〈D消〉〉93－1卜認川：25

∈ヨS2 くくD‡R〉〉93－11－881針26 遜 義！、

東胡朗㌔瘡
書 l湖卦三遜

国 S；CE附E即 i 塾遜

￥ 236．988〔線】

漂蕊澄憑、澄濃′冒
一⊥」

‡二胡旦j曳

図2 LL教室に置かれたネットワーク端末の初期画面

左中央のV：COMPUTERに割ij当てられたディレクトリーコンピュータスペースの端末からもアクセ

スできる英語科関係のディレクトリー

が糾0×400ドット対応のものなので，現段階では640×480ドットモード以上のウインドウズ利用

時の画面が提示できていない。プレゼンテーションツヤルとしての機能を利用してサーバーにあ

る教材などの提示をしながら行う授業例については，あとで示したい。

また，本校のLLの保守を行っているLL・AKAIの協力で，コンピュータとの音声の入出力

のアダプターを作製してもらい，生徒のブースからのコンピュータへのマイク入力が可能になっ

ている。また，逆にコンピュータの音声が生徒のヘッドセットおよびLL教室の天井スピーカー

に出力が可能になっている。

4。コンピュータを利用したLLの授業例

コンピュータをどのように利用してLLの授業を行うかを授業の流れにそって，示してみたい。

前半の教材一フレッシュLL英語教本

（大修館）
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図3 図2の英語科関係のディレクトリーのサブディレクトリーやその中のファイル

スクリプトや説明画面が入っている

教材の一斉録音

リスニングテスト

プラクティス

テナィクテーション

録音中にこの課のポイントをコンピュータにより提示し解説。（図5）

生徒の回答ほ，アナライザーで記録。

教材の後半を生徒が自学自習の形で各自が行う。

教師は生徒の練習をモニターして指導。

解答をコンピュータで提示。

解答をコンピュータで提示。

後半の教材→ エ∫s始刀伽と

（0ⅩbrdUniversityPress）

リスニングと作業 一斉に録音しながら行う。

解説 スクリプトをコンピュータにより提示（図6）

最後の教材→ 伽∂血c血d∫sム

生徒の代表数名が行い他の生徒は各自のモニターで鑑賞。

授業の流れほ以上のようなものである。なお，次の点を補足しておきたい。

アナライザー機能は，以前から設置されているコンピュータを利用した。生徒の回答状況・回
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図4 本校LL教室配線図

LL教室の右上のPCが今国導入されたコンピュータ

映像・音声がLLマスターコンソール卓と接続されている

答結果はフロッピーディスクに記録される。

なお，生徒に提示した教材は，サーバーから呼びだしたもので，コンピュータ・スペースで生

徒がアクセスすることができるようになっている。

5．英語自学自習用ソフトの開発

実証事業の一貫として，授業で使用しているエ由とe乃乃柑とのエクササイズをCAI教材化してみた。

（図7）教材の利用にあたってほ0ⅩfordUniversityPressから，許可を得ている。

作製したソフトは，リスニングのエクササイズで，普段の授業で行うことを，自学自習できる

ようにしたものである。画面を見ながら，英文を聞き，マウスで解答をクリックするようになっ

ている。そののち，英文のスクリプトが画面に提示される。（図8）

教材を作製して，感じたことは次のようなことである。

少し前までは，コンピュータで音声を扱うことが一般レベルでは不可能であった。実際，筆者

がいくつかの英語CAI教材の作製に関わったときも音声が最大のネックだった。技術の進歩のお

かげで，簡単に教材の音声をデジタル録音することができたが，約2分の音声が約1メガバイト
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図5 フレッシュLL教容指涛時に用いる文法項目・語褒の説明画面

授黄時に説明が番き加えられるように完成した形になっていない

も必要だったことには驚かされた。画像のほうも，イメージスキャナーから取り込んだ1画面が

600キロバイト必要だった。個人レベルでは，CD－ROMに音声を記録することはできないので，

ハードディスクを利用することになろうが，今回のように簡単な教材ではなく，もっと本格的な

ものの場合には容量不足になり個人レベルでの開発ほ困難であると考えられる。（実際には，フ

ァイル圧縮機能を使って容量をかせいだ）

それよりも，教材を作製してみて，雑用に追われる一般教員が教材を開発するのは現状ではと

ても無理であるということを痛感した。

6，LL授業での利用のメリット

今回の利用は，プレゼンテーションツールとしての利用が中心であったが，利用してみて，次

のようなメリットがあることに気がついた

（1）黒板のように生徒に背を向けるのではなく，対面したまま説明できる。

（2）マウスの画面上の矢印が指示棒の代わりになる。

（3）画面に，その場で説明を書き込むことができる。
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図6 LLの授業で主に利用している教材とぉ始∩触fのスクリプト画面

リスニング作業のあとで生徒に提示して確認させる

（4）何回も教材画面を利用できる。

（5）ネットワ｝ク上の教材を教員だけでなく生徒も共有できる。

（6）LLシステムとコンピューターをドッキングすることで，直接生徒の声を分析したり，

コンピュータの音声を生徒に流したりできる。

特に（3）の例で，授業中の説明時に文字を書き込むと，生徒がその文字を一緒に読み上げた

り，漢字変換時に誤変換すると生徒が大笑いしたりして，黒坂に書くときには考えられないほど，

画面に集中することが分かって驚かされた。したがって，図5で示したように，説明画面のとき

には，授業時に書き込みながら説明する余地を残しておく未完成の画面が効果的である。

逆にデメリットと言うほどでもないが，問題点としては，教材が簡単に授示できるため，黒板

に書くときよりも説明の進め方が速くなりがちになってしまう。通常の授業よりも間を多く取っ

て，生徒が理解する時間や筆記する時間を確保する必要がある。

（4）（5）に関しては，教材がネットワーク上にあるので，教員同士での教材画面の共有が

可能になり，山度数材画面を作っておけば，後は労力が軽減できる。また，授業ごとに教材画面

が増えていき，将来的にデーターペースとして蓄えられていくメリットがある。また，生徒も授
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図7 L由始n如才のエクササイズをCAl教材化したもの

読まれた英文を聞いて，その英文が示す場所をマウスでクリックして答える

業時間以外に生徒用の端末から，教材を参照できるので，予習，複習の機会を提供できる。実際

には試験前の利用が多かったようだが，前述の自作CAI教材はかなりの生徒が試みてくれたよう

である。

（6）については，次の第7節で説明する。

7．マルチメディア・ソフトの評価と可能性

今回CECから提供されたCD－ROMによるマルチメディア教材ほ，個人レベルで利用するCAI型

教材がほとんどだったので，一斉授業で利用するのには向いていをい。一人1台ずつの環境でほ

可能であろうが，教材を台数分捕えることは，普通の学校では難しい。

今回提供されたソフトのうち，英語科にとって最も魅力的だったのは「スピーチトレ｝ナー」

である。残念ながら，耳の不自由な生徒のためのものなので音が出ないし，日本語の発音体系に

対応したものであったが，口をどのくらい開けて発音しているか，調音点がどこかを，マイクか

ら入力された音声を解析してグラフィックで提示できる（図9，10）ので，英語の発音に言売み変

えて，生徒のブースのマイクから発音させて，正しい発音かどうかを画面に掟示できたので，非

常に効果的であった。音声が出るようにし，日本語以外の発音体系も追加すれば，英語だけでな

く，他の外国語の発音指導に利用できるすばらしいソフトになる可能性があると思われる。
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図9 スピーチ・トレーナーの初期画面
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図10 スピーチ・トレーナーの声道断面の画面

マイクから「記」を発音したときの舌の形
点線は日本語の「ア」の舌の形

8．ネッ・トワークシステムの評価

今回導入されたNetWareによるLANシステムは，インストールさえ済めば，IDとパスワード

を入力するだけの手続きで，端末のユーザーにとってはハードディスクが増えただけくらいの感

覚で使いこなすことができた。保守もある程度コンピュータに強い入間がいれば，かなりの部分

が可能であるので，数年前までの，オフコンレベルの保守ほどに，システムエンジニアに頼る必

要はなくなっている。このように，容易に利用できるのであれば，全国の学校に普及するのも，

予算的制約はあるが，時間の問題である。

生徒側の利淋こついては，現段階では，生徒一人一人にパスワードを与えて利用する形ではな

く，生徒用の端末からログインすると自動的に特定の領域が利用できる形になっている。生徒側

からも，やほりハードディスクが数台増えたような感覚で利用できるので，特に問題もなく利用

している。いままでのところ，システムに対する不当なアクセスは起こっていない。

9∴新しいマルチメディア教軸について。

この実証事業が終わる頃から，LL授業で利用できるWindows対応のマルチメディアの

CD－ROM教材が数多く販売されるようになってきた。マッキントシュ用のものは以前からずい

ぶんたくさんあるのだが，英語科のシステムでは利用できない。しかし，Windows対応のもの
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は，機種を問わないので今回のシステムで利用可能になる。ただし，英語版のWindows用CD－

ROMソフトの中にはモニターの解像度などの問題でNECのPC98系のマシーンでは動かないもの

もかなりある。

それらのソフトの中で特に，利用できそうなものを挙げると，マイクロソフトのβ00太・Sムeノ去

励carね，G刀eJ刀∂月J∂などである。

β00女sムeJfには発売年度の年鑑TムeⅣorJdAノm∂乃∂C a刀dβ00女s ofダ∂CとS，百科事典の

乃eCoノブCノseCo山川わ∫∂励cycノ叩edJa，辞書の乃eAmedc∂月蝕わと∂ge工）Jcと血∂Jγ類義語辞典の

乃eOr由∫乃∂ノ月（材eとも了Ⅵes∂UrUS，引用辞典の了ⅥeCoプリmわ∫∂∂Jcと血コ∂JγOf馳0と∂と血iS，地図の

肋mmoJ】d血絶rme（プJ∂とeⅥわddAぬs，年表の乃e掩叩ノe七αro刀d昭yカゞCDl枚に含まれている。

LL教室では，例えば授業中に地名が出てきたら，生徒のモニターにAとノasの画面を映し出して確

認させることができたり，辞書や辞典の定義を提示することもできる。また，音声が含まれてい

るので，見出し項目の語はきれいな発音を聞かせて確認させることもできる。

励c∂rと∂はまさにマルチメディアの百科事典で，例えば動物の画像（写真）を提示できるばか

りでなく，動物の鳴き声なども，聞くことができる。

C血eJ刀∂乃∫aはアメリカ映画のデータ・ベースで，ある俳優について，biographyやfilmography

（出演した映画）を調べたり，ある映画のあらすじや監督や出演者を調べたりすることができる。

最近のLL教材には映画の名前が頻繁に出てくるので，教材研究にずいぶん重宝している。もち

ろん，LL教室でいろいろなデータやステイル写真，短い時間ではあるが映画のごく一部の動画

も提示できる。

10．ぁわりに

今回の実証事業のおかげで，生徒がよりよい環境で学習できるようになったことでCECに対

して感謝の念にたえない。LL教室ではネットワークの端末としても利用できるので，プレゼン

テーションツールとして最先端の授業が効果的に行えるようになった。今後は上記のマルチメデ

ィア教材が授業時にすぐ利用できるように，スクリプト提示なども含めて，Windowsの環境で

進めていこうと考えている。

今回は小規模なシステムだが，ネットワークが全校に張りめぐらされ，どこからでも教材を引

き出すことができるようになれば，能率的な授業展開が可能になるのではないかと考えている。
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